
● チケットは必ず紙に印刷したものをお持ちください。
　 パソコンやiPhoneなど電子機器などにダウンロー
ドしたものではご利用いただけません。

● Eチケットは、現地で引き換え等は不要でそのまま
列車にご乗車いただけます。

　 車内での検札時にEチケットをご提示ください。
　 ※ユーロスター・AVEは改札があります。改札にてE　　
　　チケットをご提示ください。

その他Eチケット可能な列車
TGV・フレッチャロッサ他・AVE 他など
※一部区間を除きます。詳細に
　つきましてはお問い合わせください。

ユーロスターやタリスをはじめ、最近ではEチケット化になっているチケットが増えています。EチケットはPDFな
どでデータ化されたものが手元に届くので、何度でも印刷することができるので便利です。

Eチケットの内容を確認しましょう

❶ 名前
❷ 出発日
❸ 出発時刻・出発駅 
❹ 到着時刻・到着駅

❶ 名前
❷ 人数
❸ 出発日 
❹ 出発時刻
❺ 出発駅
❻ 到着駅
❼ 到着日

❶ チケットコード
❷ 出発駅・到着駅・列車番号
❸ 出発日・出発時刻・到着時刻 
❹ 利用クラス（等級）

❺ 列車番号
❻ 車両番号・座席番号
❼ 利用クラス(等級)
❽ QRコード

❽ 到着時刻
❾ 利用クラス(等級)
10 列車番号
11 車両番号
12 座席番号
13 QRコード

❺ 人数
❻ 名前
❼ 車両番号・座席番号

主な
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チケットをCHECKしよう！
名前のスペルはパスポートと同じですか？
出発駅と到着駅はあっていますか？
出発日と出発時刻は問題ありませんか？
座席指定の場合、車両番号や座席番号が記載されていますか？
利用クラス（等級）は間違っていませんか？
チケットタイプ（Adult、Childなど）はあっていますか？
QRコードやバーコードはちゃんと印刷されていますか？
(チケットによってはQRコードがないものもあります )

THALYS  タリス 

ITALO  イタロ
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EUROSTAR  ユーロスター
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出発駅到着から乗車まで

現地の駅で確認することSTATION
出発駅での確認項目

STATION

改札がない駅が多いなど、ヨーロッパの駅は日本の駅とは違うところがあります。ホームも方面別に決まっていな
いところも多く、現地で困らないために、駅での確認項目をチェックしておきましょう。

鉄道パスはヴァリデーションが必要

駅に到着したら案内板を確認

ヴァリデーションとは、鉄道パスの利用許可にあたります。鉄道パスを利用する前に、切符
売り場など駅の有人窓口でパスポートと一緒に鉄道パスを提示し、「スタンプの押印」「利用
開始日＆利用終了日＆パスポート番号の記入」をしてもらってください。サイン欄がある鉄道
パスには、サインを署名しましょう。

ヨーロッパの主要駅では一番目立つところに案内板があります。まずは乗車する列
車の出発時刻、出発ホームを確認しましょう。遅延状況も案内板で確認することが
できます。

CHECK POINT

CHECK POINT

● スタンプなしや署名なしは罰金対象に！

● ヴァリデーション代行手続きをしてくれる旅行会社も

あります！

● 乗車予定の列車の出発時刻とホームを確認！

● ホームまで遠い場合もあるので、早めの行動を！

駅の有人窓口が混雑していることもあるので、時間的余裕
をもってヴァリデーション手続きを行いましょう。

駅のインフォメーションを活用しよう！

駅のインフォメーションでできること

駅構内のインフォメーションは、旅
行者にとって力強い味方です。時
刻表を手に入れたり、列車の運行
情報を確認するなど、困ったとき
は真っ先にインフォメーションに行
くといいでしょう。
観光案内所を兼ねているところで
は、街の地図や観光パンフレット
なども入手できます。

●乗車する列車の出発時刻やホームの確認ができます。
●駅施設の案内や待合室の場所を聞くことができます。
●ホテルや最新の観光情報を入手することができます。

ヨーロッパの主要駅にはショッピングや食事を

楽しめるお店がたくさん集まっています。駅を

探してみるのも鉄道旅行の醍醐味です。大きな

荷物がある場合は、ロッカーや手荷物預り所

を利用するといいでしょう。

1等チケットのメリットは、座席が広いだけではあ
りません。一部の1等チケットには駅構内にある
ラウンジ利用ができる特典がついているものもあ
り、列車の発車時刻までゆったりとくつろぎなが
ら時間を過ごすことができます。
※ラウンジ利用の条件は駅や列車によって異なります。

コインロッカーを利用して
快適に移動

1等チケットは
ラウンジで優雅にくつろいで

STEP

2

STEP

1

ここに
印が必要

Specimen

鉄道チケット（Eチケット含む）にはヴァリデーションは不要です。

TICKET TRAIN



チケットに刻印が必要な場合は？

Shopping KIOSK

改札から列車のホームまで

乗車する列車を見つけよう！

ヨーロッパのほとんどの駅には
改札がありません。案内板で確
認したホームへ行き、目的の列
車に乗車しましょう。

刻印が必要なチケットの場合は、
ホームの近くにある刻印機を利用し
ましょう。
※TGV国内線のチケットやイタリア　
区間乗車券など

一部の列車では飛行機に搭乗する
ような荷物確認を行っている列車も
あります。

案内板で確認したホームに行ったら、
ホームにある掲示板にも乗車する列車
が表示されているので再度確認してくだ
さい。
座席指定している場合は、チケットに
記載されている車両番号（COACH）の
停車位置を確かめましょう。

乗り間違いをしないよう、乗車前に確認することを忘れずに。

サンドイッチやケーキなどの軽食を販
売しているカフェなどがあります。

駅探検も鉄道旅行の醍醐味
駅の探検ガイド

大きな駅には、チケット売り場やインフォ
メーションだけでなく、鉄道旅行をより楽し
くしてくれるさまざまな施設があります。

CHECK POINT

CHECK POINT

● 自分が持っているチケットに刻印が必要か否か、事前に確認しましょう！

● ユーロスターは出入国審査や手荷物検査があります。時間に余裕を

もって手続きしましょう！ 

● ホームの場所は早めに確認するようにしましょう！

● 列車によってはその車両の最終目的地が違うので、途中駅で車両が切り離されることがありま

す。乗車する前に列車ドア近くに掲示されている車両番号を確認しましょう。

● 駅にある「列車編成表」でも乗車位置が確認できます！

Go!

STEP

3

STEP

4

ちょっとしたお土産などが買えるお店
もあります。

シーズンによっては飾り付けも
あり、それだけで楽しい気分
になります。

Eat&Cafe

Eチケットの場合は刻印は不要です。



STATIONTICKET

列車での旅がスタート

鉄道旅行をより快適にするためにTRAIN
乗車して困らないために

TRAIN

乗車する駅のホームと乗り場を確認したら、あとは乗車して席に座るだけです。
ヨーロッパの駅のホームや列車の設備などは、日本とは違うところもあるので確認しておきましょう。

さあ列車に乗りましょう！

座席を探しましょう！

　乗降時の注意点
ドアは自動で開かないの？

列車によっては車両ごとの通り抜けができないタ
イプがありますので、乗車する車両には注意しま
しょう。しかし、慣れてしまえば、ヨーロッパの駅
や列車の基本的構造はどこも似ているので、意外
と簡単なものです。

包括運賃チケットや座席指定券の場
合、番号で座席を探すことになります
が、ヨーロッパの列車は座席番号が
不規則に並んでいる場合があります。
自分の座席を見つけたら、任意指定
制の場合は予約票（予約区間を表示）
が貼ってあるかをチェックします。予
約票がない席は自由席になります。

CHECK POINT

CHECK POINT

● 乗車する車両には注意しましょう！

● 車両ごとに指定席と自由席が分かれていないので注

意しましょう！

ヨーロッパの駅のホームは低く、列車に乗ると
きに段差がありますので、荷物の持ち運びなど
に気を付けましょう。ドアも自分で開けるタイ
プがありますので注意しましょう。

列車に乗るときの段差には注意しましょう。

自動ドアではない
タイプは列車の中
と外にドアを開閉
するボタンがあり
ます。

1等席（横1列＋2列の配列）
1等は座席の広さだけでなく、列車によっては
食事などのサービスも充実しています。

2等席（横2列＋2列の配列）
日本の列車と比較すると、2等でも十分な
席の広さがあります。

座席にはいろいろなタイ
プがあります

1等と2等では、座席の広さが異なります。2等は1等に比べ
て、利用者が多く混雑しやすい傾向にあります。ゆったりと
したスペースや雰囲気を求める方には1等がおすすめです。

STEP

1

STEP

2

!

せっかくの鉄道旅行、優雅な 1等にしようかな？


